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▷ 編 集 後 記 ◁
　本年度より事務局長を拝命致しました法学部の澤山裕文と申します。事務局長の
交代に伴い，本号から編集後記を担当させていただきます。何卒よろしくお願い申
し上げます。
　さて，本号には蔡荣先生，坂誥智美先生，清水俊佑先生より，御寄稿賜りました。
蔡先生におかれましては，わが国においても近年問題が深刻化しているインターネ
ット等を介した侮辱行為に関する御論稿を御寄稿いただきました。日中刑法の比較
法的検討を通した示唆に富む労作であるとお見受け致しました。
　坂誥先生，清水先生からは今村法律研究室主催の企画の開催報告をしていただき
ました。坂誥先生の御論稿におかれましては，今村先生を知るための貴重な資料で
ある『今村力三郎文庫目録』から，数々の事件を通した弁護士との交流を明らかに
しており，そこからは今村先生の人脈の広さが垣間見えます。
　清水先生におかれましては，本学出身の法曹にパネリストとなっていただき，シ
ンポジウム形式で行われた企画についてご報告いただいております。法曹三者と言
われますが，弁護士・検察官・司法修習生という幅広い法曹からの御講演とともに，
現役法学部生からの質問にお答えいただけるというのは，法学部生にとってはリア
ルな法曹と対談できる非常に貴重な機会であったと思います。
　今村先生の御業績を伝え継承していくことや，本学法科大学院修了生が法曹とし
て活躍している姿を現役専大生が間近で見られる機会を設けることは一朝一夕にで
きるものではありません。そのため，このような偉大なる先人の足跡の伝承や貴重
な機会を逸さないために，今後も今村法律研究室が主催する企画を開催していきた
いと思います。
　それとともに，これまでの専修大学の伝統を社会に発信していくというのは，今
後一層重要性を増していくものと思われます。そうした先人の残した偉大なバトン
を伝え続けるという視点もさることながら，いわゆる比較法的研究の成果の公表は，
わが国の法律学の発展に寄与していくことであり，今村法律研究室の使命であると
もいえるでしょう。　 　〔事務局  澤山裕文〕
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